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デジタル・ナレッジの使命は、教育機関や研修部門にある「知識（ナレッジ）」をより効率的・効果的に流通させ
て受講者に届けること、そしてより良い知識社会の実現に貢献することです。
これが日本で初めての e ラーニング専門ソリューションベンダーである私たちの責任と考えています。
私たちは教育機関様・研修部門様と同じ視点に立ちながら、IT を活用したより良い教育を実現致します。

教育に関する夢と想いを共有しながら、
私たちが“学びの架け橋”となり、

学習環境を創造します。

会社名 株式会社デジタル・ナレッジ　（Digital Knowledge Co.,Ltd.)

設立年月日 1995年12月20日

資本金 40,450,000円

代表 代表取締役社長　はが弘明  /  代表取締役COO　吉田自由児

従業員数 約120名(臨時・関連会社含)

事業内容 eラーニング専門のソリューション事業

・eラーニング専用のプロダクツ(製品)

・eラーニングシステムカスタマイズ(構築)

・eラーニングサーバ運用(ホスティング)

・コンテンツ製作・販売(教材)

・受講者募集支援(プロモーション)

・運用アウトソース(運用)

・教育、IT教材(教育IT)

所在地 《本 社》
〒110-0005  東京都台東区上野5-3-4　eラーニング・ラボ 秋葉原
Tel：03-5846-2131　Fax：03-5846-2132

《西日本支社》
〒550-0002  大阪府大阪市西区江戸堀1-12-8　明治安田生命肥後橋ビル1階
Tel：06-6444-4901　Fax：06-6444-4902

《九州支店》
〒812-0013 福岡市博多区博多駅東2丁目5-1　アーバンネット博多ビル4階
Tel/Fax：092-475-9277

“学びの架け橋”
デジタル・ナレッジ
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サイコム・ブレインズ株式会社 様

埼玉医科大学 国際医療センター 様

08 
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11外食業界 株式会社すかいらーくホールディングス 様

14公益社団法人 日本臨床工学技士会 様

18予備校　

医療・福祉

研修会社

病院

学校法人 医学アカデミー 様

本冊子に掲載されているコンテンツは、現在デジタル・ナレッジの Web サイトで公開しているコン
テンツをそのまま転載しております。
掲載開始時期と現在では内容に差が生じていることがありますことをあらかじめご了承ください。

INDEX

デジタル・ナレッジでは、導入いただいた企業（団体）様にご許可をいただき、Web サイト等でそ
の一部をご紹介しておりますが、ご好評をいただいておりますインタビューについてその一部を本冊
子にてご紹介いたします。
これからの e ラーニング導入やバージョンアップのご検討にお役立ていただけましたら幸いです。

ジタル・ナレッジの製品・ソリューション・サービスは、
1995 年の創業より、1500 事例を超える導入事例があります。業種も実に様々です。デ

vol.3

22病院 大阪府済生会吹田病院 様

26製薬会社 中外製薬株式会社 様
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埼玉医科大学 国際医療センター 様

大学病院初のＪＣＩ認定を取得！
高度な医療教育を支えるeラーニング

埼玉医科大学 国際医療センター

副院長／消化器外科教授、教育支援センター長
岡本 光順 様

副看護師長／包括的がんセンター

小島 真奈美 様

教育支援センター
只浦 知華 様

大学病院では国内で初めてＪＣＩ（国際医療機能評価）認定 (*1) を取得された埼玉医科大学 国際医療センター様。医療の高度化、専門化が進み、患者ニーズも

ますます多様化するなか、医療機関としてより質の高い医療サービスの提供を追求する同センターがいま、目指す “ 最先端医療教育の在り方 ” とは？ 第一線で活

躍する医師、看護師の方も交えてお話をお聞きしました。

病院

――e ラーニングを導入されたのは
いつ頃でしょうか。

只浦様：平成26年に導入を開始
し、今年で4年目になります。

――それ以前はすべて集合教育でし
たか？

岡本様：そうですね。必要があれ
ばその都度職員を集めて講習会や研
修会を行っていました。構内に最大
600名を収容できる30周年記念講
堂というのがありまして、そこで夕
方6時に集合、とかね。ただ講習会
や研修会の数が多すぎて……。

小島様：当院はがん・心臓病・脳
卒中、そして救命救急を専門として
いる病院であり、全職員向けの研修、
職種別の専門講習など、その教育は
非常に多岐にわたっていました。

只浦様：そのため、職員を同じ時

間に集めるということが年々難しく
なっていたんです。

岡本様：職員を集めるのがまず大
変だし、集めても聞いていない人も
いる。出席を取るのが目的になって
しまっている部分もありました。

――ほかに問題はありましたか？
小島様：中途採用者は採用前の集

合教育や研修を受けられないという問
題がありました。そもそも、本来なら
経験年数や専門分野に応じて、一人ひ
とりに最適な教育プログラムを提供す
る必要がありましたが、なかなかそう
いった取り組みができていませんでし
た。たとえば、看護部では卒後研修
と呼ばれる一般的な看護研修に加え、
各専門分野についての教育が必要でし
たが、それらをすべて集合教育でカバー
するには限界があり、職員の負担が大
きくなっていました。

――経験年数や専門分野によっても
必要な教育が違ってくるなか、一人
ひとりに最適化された教育を一斉研
修で実現するのは難しかったわけで
すね。弊社のシステムを採用された
きっかけは何だったのでしょうか。

只浦様：ある病院に見学に伺った
際、デジタル・ナレッジ社のシステ
ム（KnowledgeDeliver） が 使 わ れ
ていたことがきっかけだと前任の担
当者から聞いています。パワーポイ
ントで作った資料をそのまま教材と
してアップでき、操作もシンプルで
簡単だということが決め手だったそ
うです。また、複数キャンパスでの
使用を考えていましたので、連携が
できる点もよかったようです。

――それでは、現在の e ラーニング
研修の実施状況をお聞かせください。

岡本様：常勤・非常勤職員、外
部の客員教授も含めた全職員約2，
000名がeラーニングを受講してい
ます。

只浦様：教材にはすべてナレー
ションによる説明が吹き込まれてお
り、視覚だけではなく聴覚からも情
報を得られるようにしています。そ
して最後に確認テストで知識の定着
を図っています。

埼玉医科大学 国際医療センター 様

岡本光順 副院長／消化器外科教授、
教育支援センター長

小島真奈美 副看護師長／包括的がんセンター
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――医療機器の使い方などは講習会
で、知識教育の部分は e ラーニング
で、といった具合に内容によって切
り分けされているのでしょうか。

岡本様：そうですね。たとえば、
人工呼吸器の使い方については集
まって実習し、実習を受けた人は
その後eラーニングを受講して知識
の確認を行います。このような場
合は、実習を受けた人のみeラーニ
ングが見られる仕組みになってい
ます。また、当院にはプリビレッ
ジ（Privilege）という考え方があり、
良質な医療を提供するために必要な
裁量や権限を明確化しています。た
とえば、抗がん剤を使うためには一
定の権限が必要ですが、その条件の
一つにeラーニングの受講を義務付
けたりしています。

――e ラーニング導入による成果は
いかがでしょうか。

小島様：eラーニングの整備によ
り、がん、心臓、救急などの基礎
知識や専門知識など、必要な内容
をすべての職員が学べる環境が整
いました。新人、5年目の教育など、
経験年数や能力別の教育を細かく
実施できています。また、中途採
用者や部署異動時の教育にも活用
されています。

岡本様：以前ほど集まらなくてよ
くなりましたね。いつでもできると
いうのも魅力です。

――職員の皆さんはいつ、どこで e
ラーニングを受講されているので
しょうか。

岡本様：どこでもできますよ。ス
マホでも、家のパソコンでもできま
すから。僕らはいつも手術が終わっ
てお茶するついでに自分のスマホで
パパっと見たりしてますが、看護師

さんたちはどうしてるの？

小島様：休憩時間や自宅に帰って
からの人が多いです。私は休日に外
出する際、電車の中でスマホを使っ
て受講しています。

只浦様：一度アンケートを実施
しましたが、自宅52％、職場42％、
通勤含む移動時間や外出先が6％と
いう結果でした。

――すきま学習が定着してきている
んですね。

岡本様：ただね、数はもう大量に
あるんですよ。今、いくつあるんだっ
け？

只浦様：今年は約120コースです。

――（資料を拝見して）コースごと
にさらに細かいコンテンツがあり、
受講率まで掲載されているんですね。

只浦様：経験年数や所属部署に
よって必要な内容が変わってきます
ので、これだけコンテンツを細分化
しています。

岡本様：細かい受講率も出してい
ますよ。当院では最後の最後まで追
いかけますから（笑）。最終的には
受講率100％が目標です。

――弊社の e ラーニングは管理機能
の使いやすさも特長ですが、そちら
もご活用いただいているようですね。

岡本様：誰がいつ見たか、何分で
終了したかまで、すべてデータで出
てきますからね。集合研修では寝て
いる人もいましたが、ｅラーニング
は寝ていたらできません（笑）。確
認テストもありますし、ちゃんと受
講しているかどうかすぐに分かりま
すよ。

―― そういったチェックや受講管
理はどこが担当されているのでしょ
うか。

只浦様：我々教育支援センターが
担当しています。月初に前月の全教
材分の受講率を出し、その教材を作
成したクラス管理者に共有して、「あ
なたが申請した教材の受講率は○％
でした」「未受講者に受講を催促し
てください」とアナウンスします。
全職員必須のものに関しては、こち
らから強くアナウンスして受講を促
しています。

――コンテンツはすべて内製されて
いて、その作成担当者がクラス管理
者になられているんですね。

岡本様：ええ、内容担保するため
に必ず責任者を立てています。専門
外の教材の中身を説明されてもなか
なか判断がつきませんので。

――教材作りは手間ではないです
か？
小島様：eラーニングの教材といっても、
以前研修でも使っていたパワーポイン
トを使いました。作成ルールが決めら
れていますのでその通りにやれば難し
いことはありません。

――ルールといいますと？
只浦様：「スライドは一章につき

最大10枚以内」「問題は3問以上」「途
中問題で章ごとに確認しながら、最
後は確認テストで単元の総まとめを
行う」といった感じで教材作成の

埼玉医科大学 国際医療センター 様

只浦知華氏／教育支援センター
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ルールを定めています。一度に何十
枚もスライドがあると受講する側も
大変ですので、なるべく細切れにし
ています。

岡本様：こういった工夫が、すき
ま時間での受講を可能にしています。

――先ほど、医療に関する権限を明
確化するプリビレッジにおいてeラー
ニングを活用しているというお話が
ありましたが、そのデータも受講履
歴などとあわせて管理されているの
でしょうか。

岡本様：プリビレッジでeラーニ
ングを利用しているのはいくつかあ
りますが、職員の誰がどんな講習を
完了していて、どんな権限を持って
いるか、すべて管理して明確化して
います。

只浦様：総務の方にもデータを
送って共有・連携しています。

岡本様：職員の権限を文書化して
おくというのは、ＪＣＩの考え方な
んです。ＪＣＩの認定を受けた直後
に職員のポートフォリオ制を導入し、
ｅラーニングの受講歴や医療に関す
る権限、その申請が可能かどうかま
で全てわかるようにしました。

――職員の権限を明確にすることは
どのようなことにつながりますか。
小島様：医療の安全や看護技術の担
保、そして病院全体の質の向上につ
ながると思います。

岡本様：研修やトレーニングを受
けた記録をきちんと明確にすることが、
ひいては患者さんの安全につながると
いうのがJCI の考え方なんです。

――医療がますます高度化し、求め
られる専門技術や知識も増えるなか、

今後さらに教育内容が増えていくこ
とが予想されます。埼玉医科大学国
際医療センターでは今後どのように
人材教育を実施していかれますか？

岡本様：たしかに減ることはない
でしょうね。ＪＣＩの認定を受けた
後もさらに教育内容が増えましたか
らね。

今後の話でいうと、4月から新専
門医制度が始まりますが、その基礎
領域の講習は院内の講習でもOKと
いうことになっているんです。これ
までは外部講習を受講する必要があ
りましたが、今後は各病院に任され
る部分が出てきますから、もしかし
たらeラーニングの活用度がもっと
広がるかもしれませんね。ｅラーニ
ングが専門医の維持に役立つとなれ
ば、今はeラーニングを実施してい
ない病院でも今後ニーズが増えるか
もしれません。

小島様：看護師は女性が多く、結
婚や出産、親の介護などそれぞれラ
イフスタイルが違います。個々の背
景や希望にそった部署の配置や勤務
体系に配慮しないと長く続けられま
せん。それを踏まえた上で、一人ひ
とりがスキルアップできる教育環境
をつくっていきたいですね。

岡本様：今、医療の現場でも働き
方が問題になってるんですよ。要は
働くなって言われてるんです。そん
なことしたら医療が崩壊します。そ
のなかで、絶対に教育は受ける必要
があるわけですから、個々の事情に
対応ができ、すきま時間で教育を受
けられるeラーニングはメリットが
大きいと思います。

――最後に、e ラーニングに関する
今後の課題や展望をお聞かせくださ
い。

岡本様：課題は教材のクオリティ
かな。

小島様：私自身も受講していて感
じるのは、ただ読むだけの教材や文
字数が多いものは良くないというこ
と。受講する側が飽きないような工
夫がもっと必要かもしれないですね。

岡本様：今、動画を導入しようと
してるんだよね。

只浦様：はい。当院では、BLS（一
次救命処置）の救命講習を全職員に
義務付けており、事前にeラーニン
グで勉強してから当日講習会に参加
するという流れにしています。まず
はそのeラーニングに動画を入れて
もっと手順を分かりやすくしたいと
考えています。

小島様：パソコンもスマホもタッ
チパネル操作ができるので、指で実
際に動かせるとか操作にあわせて呼
吸音が聞こえるとか、そのような教
材ができれば受講する側も楽しく受
講できると思います。

埼玉医科大学 国際医療センター 様
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デジタル・ナレッジの Web サイトに公開されているコンテンツを掲載しています。
URL       ：
公開日：2018.06.12

https://www.digital-knowledge.co.jp/archives/16033/

・増え続ける教育内容に対応できる新しい研
修の仕組みが必要。

・ 経験年数や専門分野に応じて、職員一人ひ
とりに最適化された教育プログラムを提供
したい。

お客様のニーズ

・教育項目が多岐にわたるため、職員を一堂
に集めての集合研修の実施が年々難しく
なっていた。

・集合研修には出欠以外の評価指標がないも
のもあり、教育の質や知識定着の部分に課
題があった。

・中途採用者をフォローする研修体制が整っ
ていない。

・職員一人ひとりに合った専門教育をすべて
集合教育で行うには職員の負担が大きい。

導入前の課題

・同院初となるｅラーニング研修を導入。（全
職員約 2,000 名が対象）

・知識教育の e ラーニング化、すきま学習の
定着化、ブレンデッドラーニング（集合研
修との組み合わせ教育）を実現。

・経験年数や専門分野に応じて、職員一人ひ
とりに最適化された教育プログラムの提供
が可能に。

・受講管理の徹底により高い受講率を実現。
確認テストの実施で知識定着を図っている。

・ＪＣＩ認定後、さらに増加した教育項目に
も対応。

・医療に関する権限を明確化するプリビレッ
ジに一部ｅラーニングを利用するなど、そ
の活用範囲が広がっている。

導入後の成果

埼玉医科大学 国際医療センター 様

（*1）ＪＣＩ認定……米国に本部がある、国際
的な医療機能評価であるＪＣＩ（Joint 
Commission International） の 認 証。 埼
玉医科大学国際医療センターのめざす“患
者中心の医療 ”“ 国際基準の医療 ” を検証
するために、第三者機関であるＪＣＩに
よる国際基準の評価を受け、平成27年2
月7日に大学病院では日本ではじめて認
定されている。

受講画面 教科一覧画面
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サイコム・ブレインズ株式会社 様

中国・東南アジアのグローバル人材育成に強み。
最新手法「マイクロラーニング」ソリューションもリリース

サイコム・ブレインズ株式会社
取締役 CDO（最高デジタル責任者）

マイクロラーニングコンソシアム 代表理事
特定非営利活動法人日本イーラーニングコンソシアム 理事

川口 泰司 様

研修会社

外務省が実施した「海外進出日系企業実態調査」によると、平成29年10月1日時点で海外に進出している日系企業の総数（拠点数）は7万5,531拠点となり、前年

比約5.2％増の過去最多を更新（*1）したことが明らかとなりました。グローバル競争が加速するビジネスシーンでは恒久的な人材不足が叫ばれ、人材開発ニー

ズは益々高まっています。そんななか、豊富なリソースとノウハウを生かし国内外の企業のグローバル人材育成を強力に支援しているのが、今回ご紹介するサイ

コム・ブレインズ株式会社です。同社の取締役 CDO（最高デジタル責任者） 川口様に、事業の概要や近年の企業研修トレンド、海外の動向、今後の展望などをお

聞きしました。

―― 御社が展開されている主な教
育研修事業についてお聞かせくださ
い。とくに強みとされている分野は
何でしょうか？

ひとつは、グローバル人材育成で
す。日系企業の海外駐在員や現地ス
タッフを含めた教育研修、サポート
支援、異文化対応などを行っていま
す。とくにアジア圏での活動に力を
入れており、東京のほか、上海・シ
ンガポール・バンコク・ジャカルタ
に拠点を設けております。もうひと
つは、管理職やリーダー向け研修、
営業向け研修です。経営リーダーの
育成や営業力強化プログラムなどに
おいて豊富な実績・ノウハウを有し
ております。弊社は単なる研修の提
供に留まらず、顧客企業の業績向上
やグローバル戦略の加速化のための
トータルのラーニングデザイン、継
続的なタレントマネジメントの提供
を行っております。

―― 近年、注力されているテーマや
取り組みは？

ICTを最大限に活用した教育研修
を積極的に進めています。集合研修
前に動画で事前研修を行う「反転学
習」については、数年前から提供を

始め、今や多くの企業で導入されて
います。また、ICT化で様々なデー
タが取れるようになりますので、集
合研修も含めたデータを収集・分析
する、いわゆるラーニング・アナリ
ティクス（以下、LA）にも取り組
んでいます。そうした流れの中で、
必須となるシステムの部分にデジタ
ル・ナレッジ社の LMS を使わせて
もらっている状況です。

―― 弊社の「Knowledge Deliver」
（以下、KD）という LMS をご利用い

ただいていますが、使い勝手はいか
がでしょうか？

思った以上によくできていますね。
LA に関しては、どれだけたくさん
のデータが取れるかが重要ですが、
KD は取れるデータが細かく、より
詳しい分析が可能です。従来と比べ
倍以上の厚みの研修報告書を顧客企
業にお渡しすると、「ここまで分か

るのか」と喜ばれます。デジタル・
ナレッジさんはeラーニング業界で
我々と同じくらい長くやってこられ
たプレイヤー。実績もあるし、安心
感があります。

―― 海外でも弊社の LMS をご利用
いただいていますが、海外展開の際
に留意された点などありましたか？

最大の懸念はネットワークでした。
“ネットワークが不安定でコンテン
ツが配信できない”というようなこ
とがあれば死活問題ですから、しっ
かりとしたCDN（Contents Delivery 
Network）を組んでもらえること、
これが必須条件でした。デジタル・
ナレッジでは、中国ではトップレベ
ルである、アリババ社傘下のアリバ
バクラウド CDN を採用されていま
す。また、中国以外では Akamai の
CDN を採用されており、いずれも
安定してコンテンツ配信ができてい
ます。

――ほかに海外展開の難しさを挙げ
るとすれば何でしょうか？

教育研修に関する価値観の違いで
しょうか。日本人は、どちらかとい
えば斜に構えている人が多いでしょ

サイコム・ブレインズ株式会社 様
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う。「忙しいのに研修なんて」と。
ところが、海外では、「会社のお金
で自分のスキルを上げてくれるなん
て嬉しい」という感覚です。つまり、
教育プログラムが充実しているかど
うかが会社選びの重要な要素となり
ます。ただ、教育を受けてスキルを
習得したらほかの会社に転職してし
まう。そこが難しいところです。

―― 昨今の企業研修のトレンドに
ついてはどのように見ていらっしゃ
いますか？国内と海外での LMS 活
用の違いなどについてはいかがで
しょう？

海外では、いわゆる一般的なeラー
ニング研修という形での利用が意外
と多いです。一部で反転学習が取り
入れられていますが、まだ初歩段
階です。日本と大きく違うのは“ス
マホ受講”の多さですね。スマホの
普及率が日本より高いため、研修も
スマホ受講が一般的です。一方、国
内では、相当な数の研修がほぼ反転
学習化されています。さらに、事前
に細かいテストやアンケートを入れ
るなど反転部分が進化してきている
印象です。それから、研修後のアフ
ターフォローも充実してきています。
弊社ではこれらの部分に、今注目さ
れているマイクロラーニングが活用
できると考えています。

――マイクロラーニングといえば、
5～10分程度の短いコンテンツで学
習するスタイルですが、なぜ今注目
されているのでしょうか。また今後

どのような方向に進んでいきそうで
すか？

マイクロラーニングは2017年の
米 国 ATD International Conference
＆EXPOにてもっとも注目を集めた
新しい教育手法です。もともとはイ
ンフォーマル・ラーニング(*2)の一
環ですが、それがますますインフォー
マル化すると同時にライブラリ化し
ていくと考えられます。つまり、こ
れまでのようにプログラム化され一
方的に提供される教育研修ではなく、
ライブラリの中から一人ひとりが自
らの学びたいものを自由に選んで学
ぶという、能動的な学習を促す流れ
になっていくのではないでしょうか。

―― 単なるコンテンツの短縮化で
はなく、マイクロラーニングが学び
そのものに変化をもたらす可能性が
あると？

マイクロラーニングとは手法の集
合体であって、共通しているのは「小
さいコンテンツであること」、そし
て「それを使うことで人のパフォー
マンスを上げるための手法」だと括
ることができます。

みなさん仕事中にわからないこと
をネットで調べたりしますよね？ 
あるアンケートでは、約7割の人が
仕事に Google 検索を使っていると
いう結果が出ているそうです。ただ、
もっと細かい、業務に直結した知識
やスキルは Google の中にはありま
せん。それはできれば、社内に欲し
いですよね。ラーニングというより
業務支援に近い形だと思いますが、
業務マニュアル自体もどんどんデジ
タル化され、ライブラリ化していく
でしょう。

――社内にある様々な情報がマイク
ロコンテンツ化され、ライブラリ化
され、それを自由に検索して自分で

学ぶというのが近い将来の人材育成
になり得るわけですね。

情報だけでなく、スキルや暗黙知
的なノウハウも含まれていくかもし
れません。たとえば、「今日は大事
な商談だがお客さんが感情型の方で
ある。そういった方に接するときの
最初のひと言は一体何か？」、それ
をクイズでシミュレーションしてい
く、といった具合です。AI を取り
込めばより面白いものができるかも
しれませんね。クイズって、実は教
育にすごくいいんですよ。

―― クイズ、ですか？
従来は、講義を受けたりテキスト

を読んだりすることが学習でした。
でも、本来、ヒューマンスキルは頭
で覚えることではありませんから、
クイズを先にやって間違えたところ
を重点的に学んだ方が効果的なんで
す。間違いで気付きを促したら、詳
しい解説で学びを深めます。「あな
たはここができていませんね」「正
しくはこうですよ」と人からフィー
ドバックを受けるのは、従来OJTの
役割。そこをクイズに変えると面白
いですよ。

―― OJT を e ラーニング化しようと
するとクイズになると？

そうです。集合研修で学んだこと
を現場で実践できているかどうか
チェックが必要ですが、そのチェッ
クをクイズで行うわけです。クイズ
では研修で触れてないような事例も
混ぜて考えさせます。応用編ですね。
なぜなら、現場はすべて応用だから
です。「想定外の事態発生、さぁど
うする？」ということを常に考えさ
せ、研修で学んだことを定着させま
す。ここにもマイクロラーニングが
適用可能です。

サイコム・ブレインズ株式会社 様
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――マイクロラーニングが広がる一
方、課題はありますか？

もっと手軽にスマホ受講ができる
環境を整えていきたいですね。今
はPCでの受講がほとんどですから、
まずPCを立ち上げ、「新着クイズが
公開されました」というメールの
URL をクリックし、システムにロ
グインする……受講前のステップが
多すぎますよね。スマホのプッシュ
通知で新着クイズがいち早くわかる
とか、アプリ化してバッチが付くよ
うにするとか、もっと手軽なのがい
い。マイクロラーニングに特化した
LMS を、ぜひデジタル・ナレッジ
さんに早く作って頂きたいですね。

――最後に、今後の展望をお聞かせ
ください。

弊社ではマイクロラーニングを活
用したコンテンツシリーズ(以下参
照)を開発しすでに提供を始めてい
ます。今年の秋には、英語版、中国
語版をリリース予定で、海外でもマ
イクロラーニング化を進めていきま
す。また、東南アジアでは英語版の
LMSを使っていますが、近い将来、
現地語対応になっていくでしょう。
そうすれば新人研修も実施可能とな
り、教育できる層が一気に広がりま
す。その辺りの可能性についても十
分に検証しながら、東南アジア展開
を急ぎたいと考えています。

5分でビジネススキルを身に付け
るマイクロラーニング型学習ツール

『ビジネスマスターズ』を2018年4
月に発売。英語版、中国語版のほか、
アジア言語を中心とした多言語バー
ジョンも今後続々リリース予定。

マイクロラーニング型
最新学習ツール「Business Masters」
http://businessmasters.online/

デジタル・ナレッジの Web サイトに公開されているコンテンツを掲載しています。
URL       ：
公開日：

https://www.digital-knowledge.co.jp/archives/16447/
2018.07.02

サイコム・ブレインズ株式会社 様

（*1）外務省「海外在留邦人数・進出日系企
業 数 の 調 査 結 果（ 平 成30年 要 約 版 ）」        
https://www.mofa.go.jp/mofaj/press/
release/press4_006071.html

          外務省 報道発表，2018年（最終閲覧日：
2018年6月20日）

（*2）インフォーマル・ラーニング……プログ
ラム化された研修や講習、セミナーなど
の「フォーマル・ラーニング（公式な学
習）」に対し、「インフォーマル・ラーニ
ング（非公式な学習）」とは個人による
学習全般を指す。企画立案のために検索
エンジン等で情報収集したり、業務でわ
からない点を上司に質問したり、社員同
士が意見交換をしたりすることも含まれ
る。自発的な意思がその動機となる。
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「ガスト」「ジョナサン」「バーミヤン」など、多数のブランドを展開し外食産業を牽引する株式会社すかいらーくホールディングス様。この度、デジタル・ナレッ

ジが提供する e ラーニング統合プラットフォーム（KnowledgeDeliver）を活用した新たな教育プログラムをスタートされました。すでに主要ブランドにおける新

人教育やマネジャー育成に利用されており、今後は全ブランド約10万人にも及ぶ従業員を対象とした、一気通貫の育成体系の確立を目指されています。その目

的や現在の運用状況、今後の展望についてお聞きしました。

――新たにスタートされた教育プロ
グラムの概要についてお聞かせくだ
さい。

山本様：店舗のアルバイトスタッ
フを育成するための「育成プログラ
ム（以下、育成PGM）」と、店長に
なるための「マネジャーステップアッ
ププログラム（以下、MSP）」の二
つを実施しています。

――ｅラーニングを使ったプログラ
ムですが、最大の特徴は？

山本様：普通eラーニングといえ
ば、受講者本人が自己学習して修了
という形が多いかと思います。です
が、本プログラムは、トレーナーや
店長がチェックをすることではじめ
て修了となり、次のステップに進め
る「トレーニング機能」を組み込み
ました。
――いわゆる OJT 的な仕組み、考え
を e ラーニングに搭載したというこ
とでしょうか？

山本様：はい、OJTをした上でト
レーナーが確認・承認をするという
一連の流れを、Web 上に構築しま
した。通常のeラーニングシステム
ではこうした仕組みはありませんで
したので、デジタル・ナレッジさん
に特別にカスタマイズをして頂きま
した。

――通常の e ラーニングと比べてい
かがですか？

山本様：このシステムの優れた点
は、どこまでトレーニングが進んで
いるのか、誰が教えて承認したのか
が明確になった点です。新人教育は
基本的に同一トレーナーが担当しま
すが、シフトによってトレーナーが
変わる場合もあります。そんなとき
でもスムーズな引継ぎができますし、
新しく入ったスタッフも次に習得す
べき内容がひと目でわかり、目標の
明確化や意欲向上にもつながってい
ます。

――こうしたプログラムを開発され
た目的はどこにあったのでしょうか。

山本様：一つはアルバイトスタッ
フの定着率向上です。昔と比べて学
生アルバイトのシフト日数は減り、
勤務時間も年々短くなってきてい
ます。それはトレーニングの機会・
時間の減少を意味します。そこでe
ラーニングを整備し、業務中の隙間
時間に自学自習を可能にすると同時
に、先ほどお話ししたトレーニング
機能を付加することで、アルバイト
スタッフの定着率向上に寄与するの
ではと考えました。

もう一つは、外国人スタッフのた
めの労働環境整備です。昨今、外国
人のアルバイトスタッフも増えてき
ていますが、文字が主体の紙のマ

株式会社すかいらーくホールディングス様

株式会社すかいらーくホールディングス 様

店舗トレーニング、マネジャー育成にも効果！
全ブランド導入の教育プログラムとは

外食産業

株式会社すかいらーくホールディングス
人財本部 教育・研修チーム 

芝山 英也 様（左）

コーポレートサポート 情報システム 
店舗オペレーションシステム リーダー

 山本  敦史 様（右）

トレーニング画面。修了したトレーニングは
グレーアウトするなど進捗・教育記録が一目
瞭然。教わる側も自分のトレーニング状況が
わかりやすく、次のシフトまで間があく場合
も安心だ。
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ニュアルではニュアンスが伝わりに
くいという問題がありました。そこ
で、マニュアルを電子化し動画を活
用したコンテンツを導入するととも
に、一部のコンテンツの4ヶ国語対
応（英語、中国語、韓国語、ベトナ
ム語）を実施しました。

――MSP（マネジャーステップアッ
ププログラム）についてはいかがで
しょう？ こちらも以前は紙ベース
で実施されていたということですが。

芝山様：MSP はアシスタントマ
ネジャーがマネジャー（店長）を目
指すためのプログラムですが、紙
ベースということもあり、効果的な
運用ができていませんでした。アシ
スタントマネジャーがさまざまなス
テップをクリアし点数を積み上げて
いくのですが、一体何点でどの段階
にいるのか、ということを上長や本
部が把握できておらず、計画的なマ
ネジャー育成とは程遠い状況だった
のです。MSP 電子版に変更し、誰
が何点でどの段階にいるのか、次に
どの試験を受けたらどこにステップ
アップできるのか、eラーニング上

で本部が可視化できた意義は大き
かったですね。

――新しいプログラムが始まってか
らの手応えは？

山本様：導入2～3ヶ月後に店舗
アンケートを実施したところ、7割
が「育成 PGM は新人育成に効果が
ある」と回答するなど、一定の成果
を上げています。

芝山様：これまでは、どちらかと
いうとマネジャーから促されて試
験を受ける人が多かったのですが、
新しい MSP ではアシスタントマネ
ジャーの方から試験の申請をするよ
う変更し、自主的にマネジャーを目
指せる仕組みを作りました。受け身
ではなく、マネジャー候補者自らが
計画を立て、自主的に学びステップ
アップしていけるツールに育ててい
けたらと期待しています。

――両プログラムの導入はどれくら
い進んでいますか？

山本様：育成 PGM については一
部コンテンツのみではありますが、
すでに全ブランドで導入済みです。
MSP も主要ブランドで導入済みで
す。今後もコンテンツを拡充しなが
ら、順次拡大していく予定です。

――e ラーニングでは受講者の学習
意欲を上げる工夫や楽しく受講でき
る仕組みが重要とされますが、なに
か取り組まれていることはあります
か？

山本様：クイズでしょうか。動画
を視聴した後に「正解はどれでしょ
う？」といったミニクイズを入れ、
興味を惹きながら知識定着を図って
います。クイズに正解したり規定の
ステップを修了したらコインがもら
え、コインを50枚集めたらステー
ジクリアとか、そういった見せ方も

しています。

――一方的ではなく考えさせる仕組
みやゲーミフィケーションまで、しっ
かりと組み込んでいらっしゃるんで
すね。

山本様：弊社にはアニメーション
を作る専門部署があり、eラーニン
グ用にオリジナルキャラクターを
作ってもらってコンテンツに登場さ
せています。コンテンツのデザイン
についても、動画作成会社に見やす
いものを作ってもらいました。

――働き方改革に積極的に取り組ま
れている御社において、今回の新し
い教育プログラムの果たす役割、意
義とはどのようなものだとお考えで
すか。

山本様：育成PGMは必要なマニュ
アルがすべて格納されており、“ 誰
もが教えられる仕組み”という観点
で作られています。トレーニングに
関してはこれまでマネジャーの労力
が非常に大きかったのですが、自己
学習や振り返りができるようになっ

株式会社すかいらーくホールディングス様

教材をパワーポイントで作る場合、往々にし
て発表資料のようになってしまいがち。すか
いらーくホールディングス様では、さまざま
な工夫により親しみやすくわかりやすいコン
テンツデザインが実現されている。

主要なコンテンツは英語、中国語、韓国語、
ベトナム語の4ヶ国語に翻訳。とくに最近は
ベトナム語の需要が増えているとか。
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た結果、マネジャーの負担軽減につ
ながっています。

芝 山 様：MSP 電子版では、Web
上でアシスタントマネジャーとマネ
ジャー双方が進捗確認できるため、
効率よい面談や速やかな承認作業が
可能となったことが働き方改革につ
ながると考えています。

――御社において IT はどんな役割
を果たしていますか？ 今後の活用
の方向性についてもお聞かせくださ
い。

山本様：一例ですが、以前実験的
にセルフレジを導入したとき、「人
手不足解消ですか？」と聞かれるこ
とがありました。もしレジが一箇所
しかなかったらお客様に並んでいた
だくことになりますが、セルフレジ
があればクレジットカードをご利用
のお客様は並ばずにすぐにお会計を
していただけます。つまり、この事
例の目的は、お客様の利便性向上で
した。IT 活用によって店舗の運用
効率を高める一方、来店されるお客
様の利便性向上にも取り組んでいく
――そういった観点で IT 活用は今
後も継続していく必要があると考え
ております。

――テクノロジーや e ラーニングと
いうと、どうしても効率化、効率化
といわれがちですが、それ以上に利
便性向上による効果が大きいという
わけですね。

山本様：今回の教育プログラムも
同様です。従業員の利便性を向上
し、より働きやすい環境を実現でき
たなら、従業員のさらなるレベルアッ
プにもつながり、定着率も上がり、
それがひいてはお客様満足度の向上
にもつながります。ITをうまく活用
することですべてを良い方向に持っ

ていくことができるのではないか、
そして最終的には、お客様によりよ
い体験をご提供できればと、そのよ
うな思いで取り組んでいます。

――最後に、今後の展望をお聞かせ
ください。

山本様：現在は育成 PGM と MSP
の2つに分かれていますが、新人か
らマネジャーまで、一気通貫できれ
ばと、そのような思いで取り組んで
います。つながった育成体系を構築
すること、これが導入当初からの目
的です。そのためには、新人やマネ
ジャー候補者というくくりではなく、
約10万人にも及ぶ全クルーを対象
としたコンテンツを作り、運用をし
ていく必要があります。まだまだ道
のりは長いですが、店舗の声を拾い
ながらコンテンツを充実させ、より
使いやすくより良いものへとアップ
デートさせていく予定です。

株式会社すかいらーくホールディングス様

・新人教育からマネジャー育成まで、一気通
貫の育成体系を構築したい。

・働きやすい環境を整備することで従業員の
レベルアップや定着率向上を図り、CS 向上
につなげたい。

お客様のニーズ

デジタル・ナレッジの Web サイトに公開されているコンテンツを掲載しています。
URL       ：
公開日：

https://www.digital-knowledge.co.jp/archives/17028/
2018.08.29

・アルバイトスタッフの働き方の変化により
トレーニングの機会・時間が減少している。

・最近増加傾向にある外国人スタッフのため
の教育体制が整っていない。

・効果的かつ計画的なマネジャー育成ができ
ていない。

導入前の課題

・新人教育からマネジャー育成まで、一気通
貫の育成体系を構築したい。

・働きやすい環境を整備することで従業員の
レベルアップや定着率向上を図り、CS 向上
につなげたい。

お客様のニーズ

・スマホ、タブレット端末から受講可能な、
自学自習の教育プログラム（e ラーニング）
を全ブランドで導入。

・店舗でのトレーニング進捗やどのトレーナー
が確認・承認したかを可視化する機能を e
ラーニング上に搭載。

・日にちが開いたトレーニングやトレーナー
が変わる際もスムーズな引継ぎが可能とな
り、教わる側も次に習得すべき内容がわか
りやすく意欲向上にもつながっている。

・マニュアルを電子化し動画を活用したコン
テンツを導入。さらに一部コンテンツの 4 ヶ
国語対応を行うなど、外国人スタッフの働
きやすい環境整備を実現。

・マネジャー昇進までのすべての段階と進捗
を e ラーニング上で可視化。自主的にマネ
ジャーを目指せる仕組み作りに成功。

・店舗アンケートの結果、7 割が「新人育成に
効果がある」と回答するなど効果を上げて
いる。

導入後の成果
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公益社団法人 日本臨床工学技士会 様

受講率90％！資格認定制度におけるeラーニングの効果 
～修了証発行までの自動化を目指して～

公益社団法人日本臨床工学技士会
専務理事　那須野 修一 様 ( 左 )　事務局　押本 真理子 様 ( 右 )

平成26年度の診療報酬改定 (*1) でますます需要が高まる、医療機器のスペシャリスト「臨床工学技士」。その職能団体である『公益社団法人 日本臨床工学技士会』

では、内閣府の認可のもと、資格認定制度を運営されるなど臨床工学技士のさらなる学術技能の研鑽、資質の向上に努められています。インタビューでは、資格

認定制度における e ラーニングの使い方や効果、これからのコンテンツの方向性についても興味深いお話をお聞きすることができました。

医療福祉

──最初に、臨床工学技士とは何
か？というところからお聞かせいた
だけますでしょうか。

那須野様：臨床工学技士とは、医
療機器の操作・保守点検を行う専門
医療職で、国家資格です。以前は資
格化されていませんでしたが、医療
機器がどんどん高度化・複雑化する
なか、人工心肺装置や人工呼吸器と
いった患者さんに直接つながる生命
維持管理装置については、その操作
をする人をきちんと資格認定してい
こうということで、1987年6月に
法律化され、臨床工学技士が誕生し
ました。

──病院に必ず一人はいらっしゃる
のでしょうか？

那須野様：大きな病院には大体一
人はいるような状態にはなってきま
したが、まだまだ人が足りていない
のが現状です。残念なことに、臨床

工学技士という名前が一般的にはあ
まり知られておらず、なり手がなか
なかいないんです。

押本様：臨床工学技士は手術室や
集中治療室、人工透析室など、特殊
な場所にいて、一般の方はなかなか
会う機会が少ないのが事実です。患
者さんとして手術室に入る場合はそ
れどころではないでしょうし。

──確かにそうですね。そんななか、
日本臨床工学技士会ではどのような
活動をされていますか。

那須野様：臨床工学士をより多く
の方に知っていただくための普及啓
発活動や情報発信、行政への政策提
言などを行っています。子供向けに
医療機器を体験してもらうキッズセ
ミナーを開催したり、また、医療機
器はメーカー によって同じ機能で
も名称が違ったり、操作方法が左右
逆だったりすることがありますので、
当会が間に入って標準化を進めるこ
とで、医療安全の向上に努めていま
す。

また、当会の会員はすべて臨床工
学技士の国家資格を持つ方々です
が、その会員を対象とした認定制度
も運営しています。

──この認定制度の指定講習会の一
部を、e ラーニングでも実施されて
いるということですね。

押本様：はい、今から3年前に、
当会としては初となるeラーニング
を導入しました。実講習とeラーニ
ング講習の両方を実施していますが、
全体としてはeラーニングが少しず
つ増えてきている状況です。

──なぜ e ラーニングを導入された
のでしょうか？

公益社団法人 日本臨床工学技士会様

認定制度は “ 専門認証 ” と “ 認証 ” の2種類。
血液浄化や高気圧酸素治療といった専門的
な指定講習会を定期的に実施し、修了者は
検定試験合格で認定を受けられる仕組みだ。

臨床工学士を1人でも多くの人に知ってもら
うべく、同会のキャラクター「シープリン」
も活動中！
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那須野様：当会は全国組織で全国
に会員がいますが、講習会を開くの
は東京がほとんどです。そのため、
地方の会員は交通費や宿泊費などの
負担が大きく、「何とかならないか？」

「e ラーニングみたいなことができ
ないか？」といった声が次第に大き
くなってきていました。

──導入時に重視されたポイントや
機能はありましたか？

押本様：受講管理機能でしょうか。
当会のeラーニングでは、すべての
講義を最後まで受講された方にのみ
修了証を発行しております。その修
了証をもって検定試験が受けられた
り、認定を取得するためのポイント
が取得できます。そのため形だけの
受講とならないよう、eラーニング
の受講時間も厳密にチェックしてい
ます。受講期間中は数回にわたって
受講生の受講時間をチェックし、受
講を促すなど、システムの機能を活
用しています。

那須野様：実講習でも遅刻をする
とその講習は修了不可となります。
ですからeラーニングでも同様に受
講管理ができるかどうかが重要なポ
イントでした。

──実講習と同等の受講管理の仕組
みを、e ラーニングでも提供できる
点がポイントだったわけですね。ほ
かにも e ラーニング講習のメリット
はありますか？

押本様：先程もお話ししました通
り、全国に会員がおりますので、旅
費という費用面でも、移動という時
間面でも、会員の大きな負担軽減に
つながっているのではないかと思い
ます。さらに付け加えるなら、好き
な時間に細切れで受講できるように
なった点でしょうか。実講習は2～

3日間にわたって開催しますので受
講生は病院をお休みをして受けにき
ていただく必要がありました。eラー
ニングなら受講期間を1ヶ月設けて
おり、期間中何度でも繰り返し見る
ことができますので、病院を休むこ
となく、仕事や日常生活を送りなが
ら合間に受講していただけます。

那須野様：最近の改修でスマホや
タブレットでもeラーニングが受講
できるようになりました。当会の会
員さんは20～30代の方が70％と非
常に若いのが特徴です。人によって
はPCを持っていない方も多いので、
今回の改修によって、さらに便利に
使っていただけるのではないでしょ
うか。

── e ラーニング導入後の具体的な
効果をお聞かせください。

押本様：認定に関する講習会の1
例がございます。実講習とeラーニ
ング講習の両方を実施した講習会が
あったのですが、その後の検定試験
でeラーニング受講者の方が平均点
が高いという結果が出ました。

那須野様：実講習では一つの講
義は一回聞けばお終いです。でもe
ラーニングなら苦手な部分、一回聞
いただけでは理解できなかった部分
を何度も繰り返し学習ができます。
それが結果にもつながっているので
は。

押本様：実際受講時間をチェック
していると、何度も見ている人が結
構いらっしゃるんです。「まだまだ
見直したいところがあるので受講期
間1ヶ月じゃ足りません」と言われ
る熱心な方もいらっしゃって。eラー
ニング講習の修了率も約90％と非
常に高いんですよ。

那 須 野 様：2～3日分の講義を e
ラーニングで全部視聴するというの
は、これはかなり大変なことです。
その修了率が90％代というのは、
すごいと思いますね。

押本様：受講生自身が非常に熱心
なのと、管理する側も受講時間を
チェックし、受講生にフィードバッ
クしていることが大きいかと思いま
す。

──非常に専門的な内容の e ラーニ
ング化は難しい部分もあるのではな
いかと思いますが、実際のところい
かがですか？

那須野様：最近の傾向でいうと、
専門性の高い内容は実際に作業をし
ながらハンズオンやグループワーク
で学ぶというのがひとつの流行り
です。そういった内容はなかなかe
ラーニングには持っていきにくい状
況です。ただ、ハンズオンやグルー
プワークは大人数でやるのにはあま
り適さず、比較的少人数で行うと効
果的な形式です。それらは各都道府
県や地域で開催してもらって、当会
のように全国から人を集めて大人数
に提供するようなものはeラーニン
グが効果的だろうと考えています。

押本様：当会だからこそ講師に来
ていただける有名なドクターやその
道のプロの方がいらっしゃいます。
そのような講義は、より多くの方に
eラーニングを使って受講していた

公益社団法人 日本臨床工学技士会様



16

だくことができればいいですね。

──教材は動画形式ですか？
那須野様：講師の講義映像にパ

ワーポイントのプレゼン資料を組み
合わせて、受講者がその場で講義を
受けているようなコンテンツを作っ
ています。作り込みはデジタル・ナ
レッジさんにお願いしています。

──実講習が減って e ラーニングが
増えているとお聞きしました。

押本様：年間を通した受講者数
ベースでいいますと、昨年は実講習
の方が多かったのですが、今年はそ
れが逆転してeラーニングの方が多
くなる見込みです。たとえば、昨年
の血液浄化関連指定講習会は実講習
が150名でしたが今年は100名減少
し、57名となりましたが、eラーニ
ングは221名となっております。

那須野様：最初はみんな様子見
だったと思います。ところが、一度
受けてみるとこれはいいと。実講習
しかやってないものに関しては「何
でこれは e ラーニングないんだ？」
との声が聞かれます。

押本様：会員の皆様からの要望も
増えましたね。

那須野様：講習会を実施するチー
ムも、うちは絶対やらんと言ってい

たところが今ではむしろ「eラーニ
ングだけにしよう」と言っていま
す。最初は初期投資などを理由に反
対意見もありましたが、今は推進派
になって頂いています。

──今後はどういったコンテンツ作
りをお考えですか？

那須野様 ： これまでは実講習を
ベースにeラーニングコンテンツを
作成してきましたが、今後は、eラー
ニングはeラーニングの特性を生か
したコンテンツ作りができればと考
えています。たとえば、病院で実際
の手術室や医療機器を撮影したもの
に文字などを載せ、それを解説しな
がら講師が講義を行うようなもので
す。実際の現場ではなかなか説明し
にくく、また普通の講義ではできな
いようなことも、eラーニングなら
できるのではないかと思います。

──なるほど。ほかにも e ラーニン
グや ICT 活用をお考えの分野はあり
ますか？

那須野様：これもできるかどうか
わかりませんが、“ 分岐していくコ
ンテンツ”ですね。今は全員一つの
共通した内容を受講しますよね？ 
そうではなく、途中で選択肢が現れ
てAを選択した人はAのストーリー
のコンテンツを進みその先にまた選
択肢がある――といった感じで、医
療シミュレーションみたいなことが
できれば面白いなと思います。一つ
ひとつの選択でどういう結果になる
のか、こんな危険があるとかこの時
点で何とかしなければならなかった、
というようなことが身を持って体験
できるようなコンテンツが実現でき
れば良いですね。何度も分岐しなく
ても、数回の分岐だけで結構いいも
のができそうな気がします。

──大変興味深いお話をありがとう
ございました。最後に、e ラーニン
グに関して今後の展望やご要望があ
ればぜひお聞かせください。

那須野様：受講時間のチェックや
指定コンテンツ完了時の担当者への
メール送信など、今手作業でやって
いることを自動化していければと考
えています。最終的には修了証の発
行まで自動化できればいいですね。

押本様：今年の春から認定制度が
二階建てとなり、今後さらに受講生
が増えることが予想されますから自
動化はぜひ実現したいところです。
とはいえ、会員情報システム「e-プ
リバド」とeラーニングの連携もこ
の春始まったばかり。これまでは会
員データベースから申込情報のデー
タを手作業でeラーニングに反映し
ていましたが、今では e- プリバド
から自動的にeラーニング側にデー
タが反映されるようになりました。
また会員様の e- プリバドマイペー
ジからeラーニングにログインでき
るようになりました。

これまでいろいろな課題を一つず
つクリアしてきましたが、今後もデ
ジタル・ナレッジ様とご相談しなが
ら、自動化に向けて一つひとつクリ
アしていければと思っています。

公益社団法人 日本臨床工学技士会様

講義動画とプレゼン資料を組み合わせたわ
かりやすいコンテンツ
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デジタル・ナレッジの Web サイトに公開されているコンテンツを掲載しています。
URL       ：
公開日：

https://www.digital-knowledge.co.jp/archives/17402/
2018.10.19

・当会主催の実講習を e ラーニングでも提
供したい。

お客様のニーズ

・実講習会がほぼ東京開催のため、地方の
会員にとって大きな負担となっていた。

・形だけの受講とならないよう、e ラーニ
ングの受講時間の管理・チェックを厳密
に行う必要があった。

導入前の課題

・ eラーニングシステム「Knowledge Deliver」
による e ラーニング講習を導入。

・いつでもどこでも繰り返し学べる仕組み
により、会員の大幅な負担軽減と学習の
効率化を実現。

・受講管理機能により、実講習と同等の厳
しい受講管理の仕組みを e ラーニングで
も実現。

・約 90％の高い e ラーニング終了率を実現。

・検定試験の平均点において、e ラーニン
グが実講習を上回るなど一定の成果が出
ている。( 認定制度の指定講習会 )

・会員データベースと e ラーニングの連携
により、申込決済から受講までを自動化。

・2018 年度から認定制度が二階建てとなっ
たことで、今後はさらなる受講生増加が
予想されるが、それに対応し得る体制を
作ることができた。

導入後の成果

公益社団法人 日本臨床工学技士会様

(*1)  診療報酬改定に含まれる特定集中室管理
料1・2の施設基準に「専任の臨床工学技
士が、常時、院内に勤務していること」
とする条件が追加。さらに呼吸ケアチー
ム加算や医療機器安全管理料などの施設
基準においても、常勤の臨床工学技士の
配置が義務付けられた。
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学校法人 医学アカデミー学校法人 医学アカデミー
（一般社団法人 薬学ゼミナール生涯学習センター）（一般社団法人 薬学ゼミナール生涯学習センター） 様 様

受講者が2年で倍増！オンライン教室で「個別指導を自動化」～予備校・資格認定制度におけるeラーニング活用～

学校法人 医学アカデミー
薬学ゼミナール オンライン教室

　教室長／講師／薬剤師 関城 裕介様（左）

薬ゼミトータルラーニング事業部
企画制作部 企画制作課／薬剤師 小林 真様（右）

「薬学ゼミナール」は、毎年約9,000名の薬剤師国家資格合格者のうち2,000人以上を輩出されている、歴史ある薬剤師国家試験対策予備校です。2018年春には薬

剤師の生涯学習をサポートする「ラーニングトレイン」をサービスインされるなど、一人でも多くの意識高き薬剤師の育成に尽力されています。インタビューでは、

受講者数が2年で倍増したオンライン教室における「個別指導の自動化」や、今後目指される「Evidence Based Education」についてもお聞きすることができました。

予備校

── 40年の実績を持つ「薬学ゼミ
ナール」はどんな学校ですか？

関城様：薬剤師の国家試験は年に
1度行われますが、残念ながら不合
格となってしまった学生さんなどを
対象に、次の試験合格へと導く“薬
剤師国家試験対策予備校”です。北
海道から九州まで17教室、オンラ
イン教室を入れると全18教室を展
開しています。

──このオンライン教室で弊社の
eラーニングシステム（Knowledge
Deliver）を利用されているということ
ですね。

関城様：はい、オンライン教室は
「薬ゼミオンライン教室」という名
称で2016年6月にスタートしました。
以前は別のeラーニングシステムを
使っていたのですが、その会社自体
が急遽なくなってしまって。至急リ
プレイスをしないといけない状況の

なか、短い納期で完全切替できると
ころを探していました。

──弊社のシステムを採用された決
め手は？

関城様：最後まで考えていたのが、
パッケージでいくのか、それともフ
ルスクラッチで作るのかということ
です。以前はフルスクラッチで一か
ら全部組んでいましたが、その業者
がダメになったとき、システムを引
き継げず大きなリスクになると痛感
しました。その点、デジタル・ナレッ
ジさんはパッケージで幅広く展開さ
れている評判を聞いており、安心感
がありました。

──実際に導入されてみていかがで
すか？

関城様：オンライン教室ではお試
しキャンペーンを定期的に行ってい
ますが、アクセスが集中するため、
以前は頻繁にサーバーがダウンして
いました。ですが、システム切替後
は一度もありません。非常に安定し
ていますし、キャンペーンを定期的
に打っていく上でとても助かってい
ます。

── 導入の際、とくに重視された

ポイントは何でしたか？
関城様：なんといっても「マイカ

リキュラムシステム」ですね。受講
者がテストを受けると、間違った項
目に紐づいた動画教材が受講者側の
画面に自動表示される仕組みです。
薬ゼミの動画教材は1,000以上あり、
すべてを見る時間はありません。ど
れを見れば一番効果的なのか？合格
に近づけるのか？ それがテストを
受けるだけで自動的にわかります。

──以前からあった仕組みですか？
関城様：いえ、以前はありません

でした。個人個人が自分の弱点を重
点的に学ぶことができる、オーダー
メイドカリキュラムを実現したいと
いう思いで、リプレイスの際に強く
要望させていただき、システムをカ
スタマイズしていただきました。「個
別対応」というのが今後必要になっ
てくるでしょうし、とくにeラーニ
ングにおいてはこういった要素が重
要だと考えました。

── e ラーニングシステムと併せて
映像配信サービス（Video+SS）も
ご利用いただいています。

関城様：はい、高いセキュリティ
機能と倍速再生機能がついたサービ

学校法人 医学アカデミー様
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スですね。

小林様：倍速再生は意外と大事で
すよね。少し早めの1.4倍あたりに
しておいて流し聞きをし、重点的に
聞きたいところだけ1.0倍に戻した
り。

関城様：講師によって話すスピー
ドが違いますから、自分に合ったス
ピードにできるのは便利ですね。

──自分に合ったスピードで聞ける
というのは先程おっしゃっていた「個
別対応」に通じるものがありますね。
ちなみに、オンライン教室の受講者
数はどれ位いらっしゃるのでしょう
か。

関城様：2016 年度は 約 300名、
2017年度は450名、2018年度は今
の時点で約600名。おそらく今年度
中に1,000名に達するのではないか
と思います。

小林様：現役の薬学生も大学の授
業と併用して受講されていますので、
そういったお試し会員も含めると実
際の利用者はもっと多いです。全国
の現役6年生の数は約1万人ですが、
その半分の5,000名程が薬ゼミオン
ライン教室を利用されているんです
よ。

── 現役生の利用も多いとは意外
です。

関城様：「絶対に国家試験に一発
合格したい」「でも大学の授業だけ
では不安」という現役生は少なくな
いんです。そういった方にも選んで
いただいています。

──右肩上がりで受講者を増やして
いる薬ゼミオンライン、その強みは
どこにあるとお考えですか？

関城様：40年の実績を持つ全日制

予備校である薬学ゼミナールとまっ
たく同じ授業を、同じペースで勉強
していくことができます。具体的に
は、全日制と同じ授業内容を撮影し、
約2週間遅れでオンライン教室にも
動画教材をアップしていきます。毎
日のテスト、月1の月間テストも同
様に実施しています。

── 先生からの直接指導やチュー
ターとの面談など、リアルな教室な
らではの教育サービスもありますよ
ね。オンライン教室ではどうされて
いますか？

関城様：実際の教室では「テス
トでここ間違えちゃった！先生教
えてください」と言えますが、オ
ンライン教室ではそれができませ
ん。そこを先ほどお話しした「マ
イカリキュラムシステム」がサポー
トしています。間違った項目に関
連した動画教材が自動で提示され
ることで、「ここを重点的に勉強し
直すといいよ」という先生の役割
を果たしているんです。

また、全日制で定期的に行って
いるガイダンスはすべて動画化し、
オンライン教室でも提供しています。
勉強方法がわからないという学生さ
んも多いので「効率的勉強法その1・
その2」「暗記法」など。視聴率もい
いんですよ。時々学生さんにアン
ケートを取ってニーズを把握して
います。アンケートもeラーニング
のシステムで実施しています。

もちろん、受 講 デ ー タも逐 一
チェックし、成績が伸び悩んでい
たりログインしていな い人には直
接電話などで指導しています。一
人ひとりにチューターがつき、合
格をサポートするのは全日制もオ
ンライン教室も同じです。

── 全日制と同じ教育をオンライ
ン教室でも実現されているんですね。
薬学ゼミナール全体として、e ラー
ニングはどのように位置付けされ
ていますか？

関城様：オンライン教室は全日制
のコースに通えない方を対象とし
ています。通えない理由は金銭的
なもの、近くに教室がないなど様々
ですが、実はメンタル面で通えない
という子が増えているんです。また、
先ほどお話しした現役生については、
そもそも大学に通っているので全
日制に通うという選択肢はありま
せん。そういった様々な理由で薬
ゼミの全日制に通えない子たちを、
eラーニングを使って合格に導きた
い。これがオンライン教室の理念
です。ただ動画を配信するサービ
スではなく、あくまでも“合格して
もらうための教室”としての意識を
強く持っています。

── そして、晴れて国家試験に合
格し薬剤師となった暁には、「ラー
ニングトレイン」という生涯学習の
場も提供されています。このお話
を聞く前に、薬剤師を取り巻く近
年の動向を教えていただけますか。

小林様：薬剤師は一生ものの資
格です。国家試験に合格した後は
資格が無くなるということは基本
的にはありません。しかしながら
昨今、医学薬学に関わる人は生涯
学び続けることが求められています。
薬学の分野でも薬剤師の生涯学習
の必要性が高まるなか、世の中に
薬剤師をたくさん輩出している我々
も責任を持ち、生涯にわたって薬
剤師育成に取り組んでいくことに
なりました。

学校法人 医学アカデミー様
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── 薬剤師の生涯学習にはなにか
資格のようなものがあるのでしょう
か。

小林様：「研修認定薬剤師」とい
う制度があります。私たちは2010
年に生涯研修プロバイダーとしての
認定を取得し、集合研修を中心とし
た生涯学習講座を提供してきまし
た。

── 研修認定薬剤師の集合研修は
以前から実施されていたんですね。

小林様：はい、全国8拠点をLIVE
配信でつなぎ、講義を行ってきまし
た。ですが、いろいろな課題が見え
てきまして、以前から薬ゼミオンラ
イン教室でお世話になっていたデジ
タル・ナレッジさんに相談させて頂
いたんです。

── 何について相談されたのです
か？

小林様：もともと集合研修の申込
管理はExcelを使って手作業で行っ
ていましたが、受講者が増え回り切
らなくなってしまったんです。また、
研修が終わった後、単位としてシー
ルを発行しますが、発行数を管理し
て認証機構に報告することが義務付
けられています。この管理が結構大
変で、なんとか自動化できないかと。
申込管理と単位管理の自動化、研修
のeラーニング化、集合研修とeラー
ニングの統合管理、これらをデジタ
ル・ナレッジさんにお願いして実現

していただいたのが「ラーニングト
レイン」です。

──「ラーニングトレイン」のスター
トにより、薬学生の国家試験対策か
ら薬剤師の生涯学習まで、トータル
でサポートできる体制がいよいよ
整ったということですね。最後に、
今後の展望をお聞かせください。

関城様：理想のオンライン教室の
形としては、AI 家庭教師のような
ものがいて「今日はここからここま
で勉強しましょう」とか「テストで
間違ったこの問題をもう一度やりま
しょう」など、合格に直結するアド
バイスを自動的に与えてくれるよう
なものを思い描いています。

もちろん人による指導もあります
が、その際も、目の前の学生がどう
すれば合格に最短で近づけるか、そ
のデータを明確に持ち、エビデンス
に基づいた教育を実施していくべき
だと考えています。医療の世界では、
EBM(Evidence Based Medicine) と
呼ばれる「根拠に基づいた医療」が
一般的な考え方となっていますが、
教 育 の 世 界 も EBE(Evidence Based 
Education)の考え方が広まりつつあ
ります。全日制よりオンライン教室
の方がデータを蓄積しやすい面もあ
りますから、あらゆる受講データを
活用して、EBEにつなげていきたい
ですね。

小林様：薬剤師国家試験には毎年
約9,000名が合格しますが、そのう
ち薬ゼミの卒業生は2,000名を超え
ます。大学だと多くても400名くら
いですから、毎年2,000名以上はか
なりの割合です。そういった卒業
生を中心に、“ 薬剤師になって終わ
り ” ではなく “ 生涯にわたって学び
続ける重要性”をこれからも発信し
続けていきたいと思います。

具体的には、薬剤師向けに旬な話
題や役に立つ情報をお届けする「ph-
port」というコミュニティサイトを作っ
ていまして、これを「ラーニングト
レイン」とシングルサインオンでき
るようにしました。たくさんの薬
剤師に「ph-port」を利用してもらい
つつ、そこからラーニングトレイン
につなぎ、一人でも多くの方に研修
認定薬剤師を目指してもらうこと
が当面の目標です。

学校法人 医学アカデミー様

受講生一人ひとりに最適な受講プランを自
動提示する「マイカリキュラム」

薬 剤 師 のコミュニティサイト「ph-por t」。
この登 録情報があれば「ラーニングトレイ
ン」にもワンクリックでログインできる。
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デジタル・ナレッジの Web サイトに公開されているコンテンツを掲載しています。
URL       ：
公開日：

https://www.digital-knowledge.co.jp/archives/17602/
2018.11.20

・「 認定薬剤師」の生涯研修プロバイダーと
して実施している講座の申込から支払、
e ラーニング受講、単位管理までを統括
する仕組みを作りたい。

お客様のニーズ
・全日制予備校と同じ教育をオンラインでも

提供したい。

・オンラインでの学びを補完すべく、受講生
一人ひとりのオーダーメイドカリキュラム
を実現したい。

お客様のニーズ

薬剤師の生涯学習
「ラーニングトレイン」

国家試験対策予備校
「薬ゼミオンライン教室」

・手作業で行っている集合研修の申込管理・
単位管理が大変なので何とかしたい。

・ 研修の e ラーニング化と、集合研修と e ラー
ニング講座の統合管理を実現したい。

導入前の課題

・個人個人に合った学習プランの提示を自動
化したい。

・コンテンツ配信におけるセキュリティ対策
を図りたい。

導入前の課題

・ 集合研修・e ラーニング講座の申込から
支払、単位管理までを一元化した「ラー
ニングトレイン」を構築。

・集合研修の申込管理と単位管理の自動化に
より、大幅な効率化を実現。

・ 既存サービスとの連携により、今後受講者
の拡大が見込まれる。

導入後の成果

・ e ラーニングシステム「KnowledgeDeliver」
により、全日制と同じ講義・サービスをオ
ンライン教室で実現。

・システムのカスタマイズにより、テストで
間違った項目に紐づいた動画教材が自動表
示される「マイカリキュラム」を導入。

・ 映像配信サービス「Video+SS」により、コ
ンテンツ配信におけるセキュリティ対策を
実施。

・ 2016 年度に約 300 名だった受講生が 2018
年度 8 月時点で約 600 名と 2 年で倍増。

導入後の成果

学校法人 医学アカデミー様
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大阪府済生会吹田病院大阪府済生会吹田病院  様様

「職員の自発的な学習支援」と「受講管理の一元化」を目的としたeラーニングリプレイス

「患者の命を預かる500床の急性期病院として、刻々と変化する社会情勢、医療ニーズに対応すべく人材育成にも力を入れられている大阪府済生会吹田病院様。

一昨年、e ラーニングシステムを一新された後に実施したアンケートで意外な結果に驚かれたそうです。インタビューではそうした経緯を振り返ると共に、背景

にある「職員の自発的な学習支援」と「受講管理の一元化」に対する取り組みについてお聞きしました。

病院

──こちらの病院では以前からeラー
ニングを使われていたそうですね。

高橋様：集合研修に出席できな
かった職員のフォローアップとして
eラーニングを使っていました。た
だ、サーバーが10年を超し、シス
テムも古く職員が学びやすい環境で
はありませんでした。ちゃんと見て
いなくても再生さえしておけば受講
したことになってしまう点も学習
ツールとして疑問に思っていました。

──忙しい医療現場で全員を集めて
研修というのも、これはなかなか大
変な取り組みだと思います。

高橋様：そうなんです。従業員が
1000人を超え、勤務体系も複雑多
種のため、全従業員が集合研修に参
加することは不可能でした。本来な
ら「今日は集合研修に参加しよう」

「今日は行けないから e ラーニング
を受講しよう」と職員自らフレシキ
ブルに学習スタイルを選べるのが理
想でしたが、なかなか……。

── そこでeラーニングシステムのリ
プレイスを検討されたわけですね。弊
社のシステム（Knowledge Deliver、
以下 KD）をどこでお知りになったので
しょうか。

高橋様：済生会熊本病院が先にこ
のシステムを導入されていて、話を
お聞きしたのが最初でした。実は熊
本病院がお持ちだった課題が当院と
同じだったんです。

──どんな課題ですか？
高橋様：時間・場所を限定しない

学習環境を整え、自学自習が可能な
仕組みを構築したいというのが当院
の一番の課題でした。もう一つの課
題は「研修受講履歴の一元管理」で
した。熊本病院ではまさにこの一元
化を、KD を使って実践されていた
んです。

──それまでは研修の受講管理はど
うされていたのでしょうか。

高橋様：看護師の研修は看護部、
出張関係は人事課、我々が企画する
集合研修は人材開発課と、それぞれ
の部署が縦割りで管理しているもの
が多く、形式もまちまちでした。そ
のため、職員一人ひとりが何に取り
組んできたのか、今後どうなりたい
のかを統括的に把握できていません
でした。

── 研修 の 受 講 管 理 を 一 元 化 す
る こ と で 目 指 さ れ た の は 何 だ っ

たのでしょうか。
高橋様：院内外の研修受講や学会

出張、可能であれば部署異動履歴な
ども含めて集約し、これまでの評価
基準にプラスして新しい人事考課に
活かしたいと考えていました。熊本
病院で実際の使い方を見せていただ
き、これならやりたいことができる
と導入を決めました（最終的には一
般競争入札に公募・落札）。院内に
サーバーを置くことは考えていな
かったので、クラウド型だったのも
ポイントでした。

──第一に自学自習環境の整備、第
二に受講履歴の一元管理化、この2
つの狙いがあったというわけですね。
それでは、実際に KD を導入されて
1年半近くになりますが、まず1つ
めの課題についてどのような変化が
ありましたか？

高橋様：eラーニング環境は以前
とは比べようがないほど快適になり
ました。実は、導入1年後に e ラー
ニングの利用状況調査を実施したと
ころ、意外なことに勤務時間内に学
習している人がほとんどだったんで
す。看護師なら夜勤の落ち着いてい
る時間帯というように、それぞれが
すきま時間にうまく受講しているこ

大阪府済生会吹田病院様

大阪府済生会吹田病院
人材開発課 課長 高橋 舞巳様

人材開発課 礒川 咲里様
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とが分かりました。忙しくて集合研
修には参加できないという人も多く、
開始時間の設定ひとつでも調整が大
変な状況でしたから、eラーニング
なら勤務時間内に受講できるのかと
驚きでしたね。

──集合研修には来られなくても e
ラーニングなら、というのは大きな
変化であり成果ですね。

高橋様：中途入職者向けの研修に
ついても、以前は集合研修を年に1
度しか実施できていなかったものが、
eラーニング化することで入職後ひ
と月以内にeラーニングで研修を受
けてもらえる体制ができました。年
1だったものが、毎月フォローアッ
プできるようになった意義は大きい
です。

──コンテンツは内製されているそ
うですが、どのようなものをお使い
ですか？

礒川様：集合研修を録画した動画
をベースに、ミニテストなどを組み
込んで流し見を防ぐ工夫をしていま
す。パワーポイント型教材で重宝し
ているのは「合成音声機能」。講師
が話す内容を打ち込めば自動的にナ
レーション音声に変換してくれるん
です。

高橋様：語尾を上げるとか下げる
とか、細かくコントロールできる優
れもの。標準語に近いけど関西の人
が聞いても違和感がないイントネー
ションといいますか、みんなが聞き
やすいように調整しています。コン
テンツの作りこみにより、以前はちゃ
んと受講してもらっているのかわか
らなかった部分も、精度を上げて実
施できるようになりました。

動画教材は集合研修をベースに作成

流し見防止用の小テストも効果的に活用

──第二の課題であった、受講履歴
管理の一元化についてはいかがで
しょうか。

高橋様：必須研修や階層別研修、
学会やセミナーなども含めたあらゆ
る受講データをKDと連携（一元化）
させる取り組みを今進めています。
看護部のペーパー管理も年内に廃止
の予定で、紙のコスト削減や業務効
率化にもつながりそうです。職員に
とっても、自分がどんなことに取り
組んできたか振り返る機会はなかな
かありませんから、それができるツー
ルに育てていければと期待していま
す。

──弊社の関わり方はいかがでした
か？

高橋様：実は導入前、デジタル・
ナレッジさんの事例集に載っていた
順天堂大学医学部附属浦安病院さ
んと豊中病院さんを訪問させていた
だき、KD が院内で実際にどう使わ

れているかを見せて頂いたんです。
まったく違う系列の、大学病院や市
民病院での実際のところを教えて頂
けたこと、両院とも嫌な顔ひとつせ
ずウェルカムだったこと、本当にあ
りがたかったです。こうしたご縁は
御社の営業さんにつなげていただい
たもの。導入前からとても細やかに
情報提供していただきました。

── 1年半お使いになって新たなご
要望なども出てきているのではない
でしょうか。

高橋様：ええ、今営業さんにもお
話していたところなんですが、当院
では一部の研修で事前課題・事後課
題を課しています。それを受講者同
士で共有できるクラスや掲示板のよ
うなものを作り、受講者同士がコメ
ントをし合える環境が作れないかと。

── e ラーニング上で受講者同士が
課題等を共有することで学びを深め
るイメージでしょうか。

高橋様：そうですそうです。外部
研修に参加したときにそういった使
い方をしているものがありまして、
既存のテスト機能に加え、そちらも
ぜひKDにとリクエストさせて頂い
ています。たとえば2日間で実施し
ている階層別研修。1日分を e ラー
ニングに置き換え、知識習得や課題
共有、事前テストで自己学習を深め
ます。そして研修を1日間、対面ワー
クを中心に取り組みます。eラーニ
ングと対面学習を組み合わせ、より
効果的、効率的な研修方法を想定し
ています。ただ動画を見てもらうだ
けで終わりたくないですし、より自
発的な学習環境を整えていくために、
もっと多様な使い方ができると思っ
ています。

──ありがとうございます。もう一

大阪府済生会吹田病院様
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つお聞きしたかったのが、医療分野
の人材育成における直近の課題です。

高橋様：専門職が多いなか、その
技術や能力評価をもっと適切に行っ
ていく必要性を感じています。とい
いますのも、人事考課の中に技術評
価ツールがなく、目標（成果）管理
に留まってしまっている現状があり
ます。直属の上長による評価に加え
て、多面的に担うべき役割をどれだ
け果たせたか。これはどの病院でも
似たような状況で、課題だと認識し
ています。当院でも人事考課の見直
しが求められるなか、受講履歴の統
合管理を役立てていければと考えて
います。

── 最後に、今後の展望をお聞か
せください。

高橋様：これはまだ担当者間での
話ですが、済生会熊本病院と例えば
ポートフォリオなどの共同開発がで
きればいいなという話をしています。
カスタマイズしたくても自院だけで
はコストもかさむため、同じKDを
使っているなら済生会のスケールメ
リットを生かし、このeラーニング
ツールをさらに活用していきたいと
思っています。

大阪府済生会吹田病院様

e ラーニングトップ画面（ログイン画面）

動画コンテンツ例
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デジタル・ナレッジの Web サイトに公開されているコンテンツを掲載しています。
URL       ：
公開日：

https://www.digital-knowledge.co.jp/archives/17991/
2019.01.21

・職員が自発的に学べる環境を整えたい。

・研修受講管理の一元化を図りたい。

お客様のニーズ

・雇用形態・職種が多様化するなか、集合研
修への全員参加が難しくなっていた。

・従来の e ラーニングシステムが古く、効果
的に運用できていなかった。

・中途入職者向け研修体制が不十分だった（年
に 1 度の集合研修のみ）。

・各研修の受講管理が部門単位のため、人
事考課やタレントマネジメント上、課題
があった。

導入前の課題

・クラウド型ｅラーニングシステム (Knowledg 
Deliver) の導入により、自学自習環境を整備。

・集合研修に参加することが難しかった職員で
も時間・場所を限定せず e ラーニングを受講
できるようになった。

・中途入職者研修の e ラーニング化により、月
1 の細やかなフォローアップが可能に。

・集合研修を含むあらゆる研修受講の統合管
理を次年度から実施予定。ペーパー管理の
廃止による紙のコスト削減や業務効率化が見
込まれる。今後は人事考課・タレントマネジ
メントへの活用も目指す。

導入後の成果

・動画視聴による受動的な知識習得だけでな
く、研修前の事前テストや受講者間での提
出課題の共有・コメント機能など、より自
発的な学習環境整備に向けた e ラーニング
の更なる活用を目指す。

今後の展開

大阪府済生会吹田病院様
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中外製薬株式会社 様

必須研修、社内試験、新人導入研修にも。
人財開発部門にも評価された「営業独自のeラーニング」

中外製薬株式会社
営業本部　営業人財マネジメント部　領域専門学術グループ

桐山 明文 様

MR に対する社内試験の100％ペーパーレス化やそれによる大幅なコスト削減、新人導入研修の標準化など、様々な効果を生み出しているのが中外製薬株式会社

様における e ラーニング活用です。社内で使われているシステムではなく、営業本部独自に e ラーニング導入を進められた結果、他部署からも高い評価を受けた

というその詳細とは？つねに新しい情報、知識のキャッチアップが求められる MR 教育における e ラーニング活用の最新事例をご紹介します。

製薬会社

──はじめに以前の研修状況につい
てですが、複数のシステムをお使い
だったそうですね。

営業本部では主に2つのシステム
を使っていました。ですが、一つは
コンテンツをただ見るだけで学習履
歴がまったく取れず、もう一つはテ
ストに使用していましたがシステム
的にとても欠陥が多いものでした。

── テストというのは MR の継続認
定に関わるものですか？

いえ、日々の研鑽に関わる社内ド
リルです。MR全員に定期的に配信
していました。ところが、動画は載
せられない、テスト結果をダウンロー
ドするとセッションタイムアウトで
落とせない、落ちても時間が異常に
かかる、データは文字化けしている
という状況でした。

──集計機能に大きな問題があった
んですね。

社内にはほかにもシステムがあり
ますが、ＭＲの自己学習のための
ツールとしては十分とは思えず、営
業本部としてもっといいシステムは
ないかと探しているときに出会った
のがKnowledgeDeliver（以下、KD）
でした。

──導入の決め手となったのは何で
したか？

動画コンテンツが簡単に組めるこ
と、それと管理機能と分析機能が充
実していることですね。

──管理機能を重視されたのはなぜ
ですか？

ご存知の通り、MRは継続認定の
ための必須研修が年に何時間と定め
られています。この研修をeラーニ
ング化することを考えたとき、学習
履歴（研修時間のデータ）が取れな
いと実施不可能なのです。

KD なら学習履歴やテスト集計結
果が一瞬でダウンロードできますか
ら、これまで大変だった、上司に対
する受験者の結果フィードバックも
迅速にできるようになりました。

── 導入されてちょうど1年ほどに
なりますが、営業本部ではシステム
を KD に一本化してご活用いただい

ていると聞いています。一番大きく
変わった点は何でしょうか。

まず、これまで紙ベースで実施し
ていたMRに対する社内統一試験を
100％ペーパーレス化できました。
これまでは試験問題の校正や印刷、
それから集計や分析を外注していた
こともあり、多大な費用と時間がか
かっていましたが、ペーパーレス化
と完全内製化により、大幅な時間と
コスト削減につながりました。

── 千人規模が一斉にアクセスされ
る試験のペーパーレス化はどのよう
に実現されたのでしょうか。

御社の営業の方に無理をいって販
売形態を開発してもらいました。要
は Web サーバーのキャパシティの
問題で、通常の使用状況なら Web
サーバーは一個で十分なのですが、
社内統一試験のために十分な容量の
サーバーを常時維持しようとすると
5倍のコストがかかります。そこで、
テスト月だけ一時的に増設するとい
う仕組みを構築していただきました。

── つぎに、MR の認定継続に関わ
る必須研修についてはいかがですか？

以前は多くが集合研修でしたが、
20％程度をeラーニング化しました。

中外製薬株式会社様
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ところはロール（役割）の設定が非
常に細かくできる点です。とてもい
いですね。あれがないと本社で全部
やらないといけなくなりますから。

──支店に権限を委譲するとどんな
メリットがありますか。

各支店の状況にマッチした研修が
可能になります。一方、困るのは、
本社で作成する試験コンテンツなど
が今までのセキュリティだと事前に
漏れてしまう可能性がある事でした。
この事を解決するために、本社の管
理者以外では、他組織の人が作った
コンテンツは配信も閲覧もできない
ようにしてもらいました。これに
よって、コンテンツ作成権限を完全
に委譲しても問題なく、支店独自の
教育を組んでもらえますし、逆に良
いものは本社で把握することもでき
ます。別の機会に支店からコンテン
ツを募集したことがありますが、良
くできているものが多いです。現場
のMRのレベルに合わせたコンテン
ツを作ることも可能です。

──新機能も実装されましたね。
コンテンツの数が増えるにつれ

て、自分が見たいクラスを探すのも
大変になってしまったので、教材を
カテゴリ分けし、表示するコンテン
ツを絞れるようにしました。弊社で
はMRの専門が分かれており、必要
とする知識が異なります。もちろん
共通して必要なものもあります。そ
れらを絞り込みしやすくなり、操作
性がさらに上がりました。

──受講者のモチベーションアップ
にもつながりそうです。

ログインしたときにコンテンツが
あふれているとやる気がなくなりま
すよね。なるべく画面をすっきりさ
せるということ、コンテンツ自体は

中外製薬株式会社様

これはMR側にも強いニーズがあり
ます。集合研修だと拘束時間が増え
ますからMRの営業時間が減ってし
まい、業務に支障が出るからです。
ですからなるべくオンデマンド化し
ていこうという流れがあります。

── そう考えるとすべてを集合研修
でカバーしていたときは大変だった
のではないですか？

以前は各支店で集合研修をしてい
ましたからね。このeラーニングが
なければ今のような研修体制はでき
なかったでしょうね。ほかにも、集
合研修での事前・事後テストなども
KDでやるようになりました。

── 導入時には想定されていなかっ
た部分で意外に e ラーニングが使え
た、というようなことはありまし
たか。

一番意外だったのは新人導入研修
ですね。ずっと集合研修の座学でし
たが、2018年度からこの e ラーニ
ングを導入しました。今の新入社
員って、子供の頃からスマホが身近
にあって就職活動もスマホメインで
やってきたような世代で、我々とは
文化が違うのですね。つまり、こち
らはeラーニング導入に衝撃があり
ましたが向こうはまったくない。む
しろ、大学の授業もオンライン化さ
れていて、就職活動もスマホでやっ
てきて、なんで会社入ったら急に座
学なんですかという感じだったよう
で、eラーニングに大変とっつきが
いい。これが当たり前だよねという
雰囲気なんです。

──なるほど。
MRといっても理系出身者と文系

出身者が混在していて、理系の中で
も薬学系とそれ以外の人がいます。
医学論文なんて見たこともないとい

う人、統計解析なんて言葉も聞いた
ことないという人から、大学の授業
でやっていましたという人まで、か
なり差があるのです。そんな新入社
員に対し、これまでは集合研修で一
律に講義をしていましたから、理解
度が偏るのは当然といえば当然でし
た。eラーニング化によりいつでも
必要なコンテンツを見られるように
したことで、かなり標準化されまし
た。受講者の満足度が全然違います
し、とても大きな出来事でした。

── 導入時には1,000～2,000名規
模を想定されていましたが、現在の
ご利用状況は？

営業本部の2,500名くらいが利用
していますが、今後増えていく可能
性が高いです。というのも、このシ
ステムを見た他部署の方から「すご
くいいのでうちも載せてほしい」と
の依頼を受けていまして、今後全社
員規模になっていく可能性がありま
す。

──どういったところが評価されて
いるのでしょうか。

操作性が良い、見やすく使いやす
い、コンテンツが乗せやすい、とい
うところでしょうか。すでに我々が
作成したコンテンツも200を超えて
いますし、こちらでオペレーション
を教える事も出来ますから、導入に
ついて不安がないというのもあるの
かもしれません。

──課題やご要望にあわせた柔軟な
カスタマイズも KD の強みですが、
なにかカスタマイズされましたか？

各支店の研修を扱う部署に分析や
教材作成の権限を付与し、本社だけ
でなく支店独自のコンテンツ作成が
できるようにしました。KD のいい
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多いけど入り口はシンプルに、とい
うことは考えています。

── MR の教育研修において、直近
の課題としてはどのようなものがあ
りますか？

コンテンツ自体の質を高めていか
ないと、どんなにシステムがよくて
もダメですね。それでいうと、コン
テンツごとのリアルタイムの評価と
いうのがKDはちょっと見えにくい
と思っています。アクセス数はわか
りますよ。でも実際どんな感想を
持ったかはわからないでしょう。た
とえば、「いいねボタン」のような
コンテンツ評価ボタンを作っても
らって単純な集計くらいはできるよ
うにしてもらえると、今後幅が広が
るかなというのが私からの要望です。

──それこそ今の若い世代にも受け
がよさそうですね。

フリーワードでパッと感想が送れ
るようなボタンもあれば、いちいち
アンケートを取らなくてもリアルタ
イムで集計ができますね。そうする
と、もっともっと管理者側（コンテ
ンツ作成側）と受講者側が近付くの
ではないでしょうか。コンテンツを
作り発信はしたけど、実際のところ
どうだったのか、というのは非常に
気になるところですから。

──ありがとうございます。もうひ
とつお聞きしたかったのが、e ラー
ニング導入を成功させるためのポイ
ントです。
「どれだけこのシステムに触れて

もらう機会を増やせるか」、これが
一番です。研修も試験もアンケート
も、使える場面では極力使っていく
というふうにしないと浸透しないで
しょうね。そういう意味では、いろ
いろなシーンで使えるシステムであ

ることが重要です。

──中外製薬様として人財育成で大
切にされていることをお聞かせくだ
さい。

自立が営業本部で示されている
キーワードです。受け身ではなく、
自ら情報を取りに行く。そういう意
味ではeラーニングは弊社方針に向
いていると思います。

── e ラーニングの管理者権限を支
店にというのも、その流れにマッチ
していますね。

そうですね。そこは私も強く希望
して入れてもらった部分です。

──最後に、今後の展望をお聞かせ
ください。現在ご興味をお持ちの教
育に関するテーマなどがあればあわ
せてお願いします。

スキル系のコンテンツですね。今
は知識系のコンテンツがほとんどで
すが、コミュニケーションやプレゼ
ンテーションなどスキル系のコンテ
ンツも充実させていく必要がありま
す。双方向ができれば尚いいですね。

それから、モバイルによる視聴に
切り替えていくことです。そこで問
題になるのがセキュリティの問題。
社内でしか見られないコンテンツと
外でも見られるコンテンツのセキュ
リティを分けるといった対策は今後
必要になってくるかと思います。

中外製薬株式会社様
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デジタル・ナレッジの Web サイトに公開されているコンテンツを掲載しています。
URL       ：
公開日：

https://www.digital-knowledge.co.jp/archives/18362/
2019.03.04

・MR の教育に関する様々な課題を解決できる
e ラーニングシステムを導入したい。

お客様のニーズ

・複数のシステムを使用していたが、様々な
問題があり効果的に活用できていなかった。

・システム①はコンテンツを見るだけで学習
履歴が取れず、学習の実施状況をモニター
する機能がなかった。

・システム②でテスト対策用の社内ドリルを
配信していたが、結果の DL に時間がかかる、
データが文字化けするなど集計機能に問題
があった。

・社内統一試験を紙ベースで実施していたが、
試験問題の校正・印刷、実施後の集計や分
析に多大な費用と時間がかかっていた。

・MR 認定センターによって規定されている
継続研修の多くを集合教育で行っていたが、
その分 MR の営業時間が減るという課題が
あった。

導入前の課題

・ｅラーニングシステム (KnowledgeDeliver)
の導入により、営業本部における自己学習
システムを一本化。分散していたコンテン
ツの集約を実現。

・学習履歴やテスト集計結果の即時ダウンロー
ドが可能となり、上司に対する受験者の迅
速な結果フィードバックが可能となった。

・MR が一斉にアクセスする社内統一試験を、
一時的な Web サーバー増設により 100％ e
ラーニング化。ペーパーレス化と完全内製
化により大幅な時間・コストの削減に成功。

・研修時間のデータが取れるようになったこ
とで MR 認定センターによって研修時間が
規定されている継続研修の一部も e ラーニ
ングによって実施可能となった。

・新人導入研修にも e ラーニングを導入。出
身学部による知識差の標準化に大きく貢献。

・システムのカスタマイズにより、支店独自
の教育研修が実施可能となるなどその効果
は広がっている。

導入後の成果

中外製薬株式会社様

e ラーニングトップ画面（ログイン画面） 新人導入研修用コンテンツ



教育の現場で、いつも求められる
「質の高い製品・サービス」を――

eラーニングに関わる“すべて”を提供する
デジタル・ナレッジは、教育機関や企業の
研修部門など1500を超える、あらゆる教育
現場への導入実績をもつeラーニング・
教育ICTのスペシャリストとして、教育
の最前線で活躍されるお客様と実現したい
夢や想い共有しながら、教育現場をより豊
かにする最良で、質の高い製品・サービス
を追求し、常に新しい技術の開発に挑戦し
続けます。

デジタル・

ナレッジの

ワンストップ

メニュー

製品
products

構築
solution

教育 IT
educational IT

運用
operation

クラウド
cloud

教材
courseware

募集
promotion

e ラーニングの全てをサポート

カスタマイズLMS 教材作成ツール

Live配信 スマホアプリ学習履歴管理

学習プラットフォーム システム連携

独自システム開発 スマホアプリ開発

クラウド・ASP 動画配信・CDN

教材制作

インストラクショナルデザイン

スタジオ収録

受講者募集

リアルwebプロモーション支援スタッフ派遣

業務委託運用設計教育環境のIT化

タブレット

クリッカー (ARS)



eラーニング戦略研究所
e-Learning Strategies  Institute

e ラーニングに関するご質問や弊社製品、サービスにつきましてお問い合わせなど
ございましたら、お気軽にご連絡ください。

お問い合わせ

https://www.digital-knowledge.co.jp/report_dl/

e ラーニング調査報告書無料ダウンロード実施中 !



導入企業

感動する e ラーニングは
私たちが支えています。

株式会社デジタル・ナレッジ
www.digital-knowledge.co.jp

（C）株式会社デジタル・ナレッジ　2019　本冊子記載の記事、写真、
イラスト等の無断複写（コピー）・複製（転載）を禁じます
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株式会社市進ホールディングス 様
株式会社 N-Academy 様
株式会社 NTT データ・アイ 様
株式会社学研メディカルサポート 様
株式会社近代セールス社 様
株式会社時事通信出版局 様
株式会社セガ 様
TAC 株式会社 様
中央出版株式会社 様

東京書籍株式会社 様
デジタルハリウッド株式会社 様

日本マイクロソフト株式会社
（ICT 推進プログラム協議会） 様

株式会社明光ネットワークジャパン 様
株式会社平山 様
一般社団法人 不動産証券化協会 様
株式会社ベネッセコーポレーション 様
ヤマハ株式会社 様 　等

■教育ビジネス

( 一部 )

大阪教育大学付属 池田小学校 様

■学校法人分野
SBI 大学院大学 様

公立大学法人 大阪府立大学 様

学校法人 大手前学園 大手前大学 様

学校法人 神奈川大学 様
独立行政法人 国立高等専門学校機構
国立米子工業高等専門学校 様

学校法人 志学学園 眼鏡医療技術専門学校 様

中部学院大学 様
学校法人 電子学園 日本電子専門学校 様
国立大学法人 東北大学 様
徳島県立総合教育センター 様
学校法人 西野学園 札幌医学技術福祉歯科専門学校 様
国立大学法人 広島大学 様
学校法人 明治大学 様
学校法人 八洲学園 八洲学園大学 様　等

日本初 e ラーニング専門企業

■企業・官公庁
朝日航洋株式会社 様
穴吹興産株式会社 様
出光興産株式会社 様
伊藤忠テクノソリューションズ株式会社 様
株式会社イマジカ・ロボット ホールディングス 様
大塚製薬株式会社 様
社会福祉法人 恩賜財団 済生会熊本病院 様
海上自衛隊 様
鹿島建設株式会社 様
キヤノンマーケティングジャパン株式会社 様
協和発酵キリン株式会社 様
近畿日本ツーリスト株式会社 様
株式会社 KDDI エボルバ 様
シグマベイスキャピタル株式会社 様
順天堂大学医学部附属浦安病院 様
株式会社すかいらーく 様
株式会社ドミノ・ピザ ジャパン 様
株式会社日立総合経営研修所 様
株式会社フォーシーズ 様
プラス株式会社ジョインテックスカンパニー 様
ミニストップ株式会社 様　等


